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1 西神戸循環器オープンカンファレンス 江尻　純哉
年2回
（6月14日、11月29日予定）

症例検討および招待講師を通じ、循環器疾患の診断・治療・看護につ
いて、地域医療機関との連携の向上を目的とする

2 消化器内科　オープンカンファレンス 井谷　智尚
年2回
（6月7日、12月6日）

当院で経験した症例や、紹介して頂いた症例についての事例検討会を
行う
当院ＯＢ・ＯＧが演者となって講演会を行う

3 西神戸ＮＳＴオープンカンファレンス 井谷　智尚
年2回
（7月19日、3月予定）

栄養療法について、テーマを決めて一般演題を発表する

4 西神戸糖尿病・内分泌カンファレンス 辻　和雄
年3回
（6・10・2月
第3～4木曜日頃）

糖尿病・内分泌疾患に関して、地域の先生方に紹介頂いた患者さんを
中心に症例検討を行う
症例数は5～6例

秋永　美津江 年1回（7月頃）

児玉　哲也 年1回（2月頃）

6 神戸西地域呼吸器疾患合同カンファレンス 池田　顕彦
年2回
（6月頃、11月頃）

1.紹介症例の検討
2.相談症例の検討

7 呼吸ケアチーム　情報交換会 桜井　稔泰
年2回
（9月25日、3月12日）

地域の呼吸ケアの質向上を目的とした情報交換会。
すでにチーム活動をしている方だけでなく、これからチームを立ち上げ
ようと考えている方、関心のある方など、どなたでも参加可能で職種は
問いません

8 ＲＭＴ　呼吸セミナー 桜井　稔泰
年3回
（10月23日、11月27日、
　12月11日）

呼吸ケアに関する内容

9 呼吸療法認定士受験対策講座 桜井　稔泰
年12回程度
（毎月第4木曜日）

平成30～32年度の呼吸療法認定士の受験を考えている方で、受験資
格のある全ての職種の方が対象。
内容は、当院呼吸ケアマネージメントチームメンバーによる講義と演習
問題が中心

10 （震災後）心のケア研究会 福武　将映

年6回
（6月14日、7月12日、
8月23日、11月8日、
12月13日、1月10日）

学校で困っている事例を取り上げ、助言者とともに討論する

11 西神戸精神科リエゾンカンファレンス 福武　将映 年2～3回 精神科リエゾンを行うための知識習得・事例検討など

12 西神戸心理臨床研究会 白川　敬子 年2回予定
医療・教育・福祉などの領域で、心理臨床の業務に携わっている人を
対象として、心理臨床の理論や技法、心理査定、地域連携についての
研修や、事例の検討などを行う

13 神戸市小児科医会学術講演会 松原 康策
年1回
（6月9日）

地域連携をしている近隣の診療所や病院の小児科医と小児疾患の情
報や症例を共有する

14 西神戸小児アレルギー研修会 松原 康策
年1回
（8月27日）

食物アレルギーのアナフィラキシーに対する緊急対応の仕方を学ぶ
近隣の小・中学校、幼稚園の養護教諭を中心に

15 西神戸乳腺病理画像診断カンファレンス 奥野　敏隆
年12回
（毎月第1木曜日開催予
定）

乳腺疾患の臨床、画像、病理所見を提示し、討議を行う

16 西神戸泌尿器科カンファレンス 金丸　聰淳
年2回
（7月5日、2月頃）

1．開業医の先生からの紹介患者を中心に、興味深い症例の提示およ
びディスカッション
2．西神戸医療センターから開業医の先生へトピックス提示やお知らせ
3．開業医の先生からの要望聴取

17
西神戸医療センター
産婦人科・画像・病理カンファレンス

竹内　康人 年1～2回 産婦人科領域の悪性腫瘍を中心に、画像・病理学的に検討する

18 西神戸眼科合同カンファレンス 三河　章子
年1回
（2月14日）

症例報告など数題
2018年度報告

19 耳鼻いんこう科合同オープンカンファレンス 雲井　一夫
年1回
（3月14日）

平成30年度にご紹介いただいた症例についてのご報告

20 西神戸臨床放射線カンファレンス 吉川　俊紀 年2回予定
興味深い画像所見を呈した症例の画像検討
画像診断、放射線治療、IVRの各領域で毎回テ－マを決めてミニレク
チャ－など

21 西神戸中放部カンファレンス 北村　ゆり
年2回
（10月頃、2月頃）

当院中央放射線部で行っている検査・治療に関して、担当医師や診療
放射線技師、看護師が解説・検討を行い、診療の向上を目指す勉強
会

22 周術期口腔機能管理カンファレンス 岩城　太
年2回
（9月13日、3月14日）

周術期口腔機能管理における医科・歯科連携推進のための講演会に
開催

23 看護実践報告会 小林　由香
年1回
（2月）

看護実践内容の報告、業務改善の報告、看護研究の発表、地域訪問
看護ステーションとの意見交換

24 教育指導者育成研修会 小林　由香
年１回
（5月頃）

看護師の教育、育成に関する講演会、地域病院との意見交換など

　　　　　　　　　　　　　　　平成30年度オープンカンファレンス一覧　　　　　　　　　　　　　

5 透析オープンカンファレンス 神戸市西地域の透析施設連携について
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25
西神戸医療センター専門・認定看護師の会主催勉強会

耐性菌対策について考えよう
中島　佳代

年1回
（7月5日）

昨年からＡＭＲ（薬剤耐性菌）対策について国をあげて動き出している
その概要と、その上で看護師は何をする必要があるかを一緒に考えた
い

26
西神戸医療センター専門・認定看護師の会主催勉強会

がん化学療法の副作用マネジメント
～看護の力を活かしたセルフケア指導～

高木　美希
年1回
（10月4日）

がん化学療法に伴う副作用についてまとめる
悪心・嘔吐、口内炎、脱毛、皮膚障害、味覚障害、末梢神経障害など
看護の力で症状を軽減することが可能なもの、セルフケアが重要とな
るものに絞ってお話する

27
西神戸医療センター専門・認定看護師の会主催勉強会

明日から取り組める　急性期の早期離床技
術

片寄　妙子
年1回
（5月10日）

早期離床に関するエビデンスや基礎的な考え方を復習し、急性期から
取り組める離床後術を学ぶ（昨年と同じ内容）

28
西神戸医療センター専門・認定看護師の会主催勉強会

皮膚・排泄ケア編
佐藤　琴美

年1回
（6月7日）

ストーマケアの基礎
初心者の方を対象に講義・実習を行う
定員先着30名（事前申込み必須）

29
西神戸医療センター専門・認定看護師の会主催勉強会

迷わず報告☆急変前あるある１・２・３
寺本　沙織

年1回
（9月6日）

心停止の60～70％の症例では6～8時間前に急変の前兆を認めると言
われてている　　「いつもと違う…」「なんか変…」ベッドサイドでのその
気づきが患者さんを救います
本セミナーを通して、患者さんの急変前の変化に気づき、適切な初期
対応を行うための基礎知識について「よく遭遇する症例」を交えなが
ら、一緒に学んでみませんか？

30
西神戸医療センター専門・認定看護師の会主催勉強会

あれ？急変とおもったときにナースがすること
瀧澤　紘輝

年1回
（2月7日）

「なんだかおかしい」「急変かも」そんなときにナースである私たちがで
きることをお伝えします
病棟で、在宅でいろいろなケースからナースができることについて一緒
に学んでいきましょう

31
西神戸医療センター専門・認定看護師の会主催勉強会

がん放射線療法１・２・３
田中　幸江

年1回
（3月6日）

がんは日本人の半数以上が罹患する疾患です
がん治療の３本柱である放射線治療について①がん放射線治療の基
礎知識　②照射部位別の放射線治療（代表的疾患） ③セルフケアを重
視した患者指導　についてお伝えします

32
臨床検査オープンカンファレンス
症例から読み取る検査の見方･考え方

 山本　剛
年2回
（5月、11月)

臨床検査より症例をどう読み取りアプローチするか考える会

33
西神戸医療センター ＣＥオープンカンファレン
ス

藤井　清孝
年1回
（11月頃予定）

（仮）地域医療に目を向けた場合ＣＥのあり方　等

34 Ｉmaging　Ｔechnical   Conference 中島　正量
年2回
（6月頃、11月頃予定)

毎回のテーマごとに、各検査モダリティから画像収集や画像処理につ
いて、基礎から応用、臨床画像も含めて検討する

35 西神戸臨床栄養研究会  三浦　陽子
年3回
（6月12日、11月13日、
3月12日）

西区・垂水区・須磨区の各病院に勤務する管理栄養士が参加し、栄養
管理業務（臨床栄養ｸﾘﾆｶﾙｻｰﾋﾞｽ・給食管理ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ）について、講演会や
症例検討会等を実施し、知識を深め、相互理解や地域連携に努める

36
地域連携カンファレンス
～多職連携と地域連携～

板東　由美
年1回
（7月28日）

・事例を用いてシュミレーション
・グループワーク
・医療介護サポートセンターから講師を招く

37 地域を支える医療者と考える地域包括ケア 板東　由美
年1回
（11月28日）

・教育委員会と共同で行う
・事例検討、グループワーク

38 リハビリテーション専門職が考える地域連携 田中　利明
年2回
（7月頃、1月頃）

・当院リハビリ対象者における転院先回復期病院や訪問事業所との症
例報告
・近隣施設における実践報告等

39 緩和ケアチーム主催合同カンファレンス 多田　公英
年1回
（11月頃）

緩和ケアに関連したテーマの講演

40 がんリハビリテーション 西原　賢在
年1回
（5月頃）

がんサバイバーが増加しており、病状の進行や治療の有害事象により
がん患者は様々な症状を伴って生活を送っている
その中でがんリハビリテーションのニーズは年々増加しており、医療ス
タッフや地域の介護スタッフの知識向上が求められている
今回は臨床でがんリハビリテーションを積極的に行っているセラピスト
を講師に招き、実臨床を通して院内や地域のがんリハビリテーションの
質の向上や情報共有を図っていく

41
認知症サポートチーム
オープンカンファレンス

髙野　真
年1回
（9～10月頃）

外部講師による認知症患者ケアに関する講演


